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 RhodOP8eudomona8spheroi己e8はポルフィリン並びにバクテ11オクロロフイル
 合成能が高い事で知うれている。本菌のポルフィ11ン合成は本菌をα一ケトグノレタール酸,フマ
 ール酸及びグリシンを含む培養液中でインキ午ペートした時に最も活発であるoR.8pherO-
 ide8のδ一マシノレブリン酸合成酵素は可'溶性酵素であり,また本菌πは可溶性の高活性の
 サクシニールGoA合成酵素がある。これ等の專を考慮してR.8pheroide8では通常のα一
 ケトグルタール酸脱水素酵素系とは別に,可溶画分πα一ケトグルタル酸からサクシニールCoA
 を形成する酵素系があるのではないかと考えこの研究を行なった。実験の結果R.spheroト
 de6では可溶性のα一ヶトグルタール酸脱炭艘酵素,可溶性のコハク酸セミ了ルデビド脱水素
 酸素かよび可溶性のγ一巳ドロキシ酪酸脱水素酵素がある事が明らかπされた。
 R.spheroide8はグルタミン酸とtlンゴ酸を主栄養源とするラツエルスの培養液Sで光
 嫌気条件で培養した。無細胞抽出液を得るには,生菌を0.05M(pHzO)燐酸緩衝液中で10
 キロサイクル,9分間超音波処理をし,10万9,90分遠心し,その上清をとった。酵素反応
 はろ。℃で竹なった。
 (1)α一ケトグルタール酸脱炭酸酵素無細胞抽出液はα一ケトグルタール酸を脱炭酸しコハ
 ク酸セミ了ルデ巳ドを生成する。て5万9,90分遠心で碍られた上清でもこの反応を行なう窮
 から,この反応を触媒する酵素は可溶性と考えられる。コハク酸セミ了ルデヒドは2,4一ジニ
 ト・フエニールヒドラゾンとして測定した。コハク酸セミァルデ巳ドの標準標品はJakobyの
 方法で調整し,その2,4一ジニト・フエ二一ルヒドラゾンのエチル酢酸溶液の560糀μの肌M
 吸収系数を20とした。この脱炭酸酵素は価安30%一40%飽和で沈澱する蛋白をさらにカル
 シウム燐酸ゲル処理で約6倍に精製さ才1.た。反応の至適pHはzoでα一ケトグルタール酸の㎞
甘
 は5肌Mであった。標準反応系からコカルボキシラーゼを除くと,活性は5分の可となる。Mヲ
 を除くと活性はわずか低下する。この酵素はオキザ・酢酸,ピ11ビン酸,グリオキシール酸の脱
 炭酸を触媒しない。この反応は5.5×10-4Mの亜砒酸で阻害されない。.これに対してR.8phe一
ユイ
 roidesの顆粒画分を使った場合には,グルタミン酸一1-G】4からCO'生成を指標とし 
 てα一ケトグルタール酸からの脱炭酸をみると,反応は55×10-5M亜砒酸で強く阻害される。
 (2)コハク酸セミ了ルデごド脱水素酵素無細胞抽出液にコハク醗セミ了ルデビドとNAD
 を加えて反応させるとコハク酸が裾られる。この反応を触媒する酵素は約60倍に精製された。
 精製酵素の活性は4肌Mメルカプトエタノールと20～50分予め接触させる事により5倍以上
 に上る。この酵素標品はNAD,NADP,いずれにも活性を有する。NAD活性と抽ADP活
 性は精製過程で分離され得なかった。NAD,NADPそ;ね.ぞれに対する至適pHは同じであっ
 た。コハク酸セミァルデ巳ドの民班はNAD糸でロ、155,NADP糸でa18?んMであった。西AD
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 に対するK飢(PH96)は0.8肌MでNADPに対する㎞はα061糀Mであり,BAD系V皿ax
 はNADP系のよ匂高い。NADとNADP種々濃度の共存下で反応させる時NAD濃度が充分
 高い時,それにさらにNADPを添加するとピリジンヌクレオタイト環元の全体の反応速度は却
 って減少する。これらの成績はすべて,コハク酸セミァルデビドの酸化を触媒する酵素として,
 独立の酵素があるのではなくて実際には単一酵素にNAD,NADPか競合して反応するもので
 ある事を示唆している。
 (3)7一ヒドロキシ酪酸脱水素酵素この酵素は硫安30、40%飽和とDEAEセルヲー
 ズカラムク・マトグラフィーで約20倍に精製した。精製酵素はNADと反応するがNADPと
 は反応しなかった。コハク酸セミアルデビドとNADから出発した場合の反応の至適pHはZ6
 であるがその逆反応の至適pHは鴇であった。コハク酸セミ了ルデビドの㎞はロ、55肌Mであり,
 NADHの㎞は巳125肌Mであった。7一巳ドロキシ酪酸のK折は1.12肌Mで'あり,NADの㎞
 は0.25肌Mであった。
 この酵素魔ダMバを必要としない。又メノレカブトエタノールで活性は増大しない。又亜砒
 酸で阻害され次い。この酵素標品は乳酸,11ンゴ酸,グ、1ココールのいずれとも反応しない。
 以上の諸成績により,R.spheroidesには可溶性のα一ケトグルタール酸脱炭酸酵素と可
 溶性のコハク酸セミマルデヒド脱水素酵素の存在が示された。この酵素に加えて,さらに可溶性
 のサクシニールGoA合成酵素が作用するならげ,R・SPheroidesではα一ケトグルタール
 酸からサクシニール00Aを生成する反応が完全に可溶面分で進行し得る事になる。さらにδ一ア
 ミノレブリン酸合成酵素も可溶性であるから,R.spheroidesではコプ・ポルフイIlン迄の
 ポルフィリン生合成は可溶性両分で行なわれる事が示唆される。ただし可溶性のα一ケトグルタ
 ール酸脱炭酸酵素が実際π独立の酵素であり,顆粒両分と結合したα一ケトグルタール酸脱水素
 酵素複合体から単に分離したものでない事を決定するには更に検討が必要である。次にR.8ph色
 roidesのコハク酸セミアルデ巳ト税水素酵素はJakoby等がP8eudOmOnasから分離し
 た酵素とは性質のことなる酵素である。又中村等はP6eudOmOnaBで四ADのみに反応する酵
 素とNADPのみに反応する酵葬iを分離しているが,R.spherGiこe6セはNAD,NADP両者
 に活性を有する。さらにR.SPheroide6の酵素動力学的緒値はPsgudomonasのとちが
 っている。以上の諸点からこの酵素は新しい型のコハク酸セミアルデヒド脱水素酵素であると考
 えられる。なをアーぐイド・キシ酪酸脱水素酵素は本菌での媒気光代謝に重要左意味を持つと考
 えられる。
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 審査結果の要旨 茸
 Rhod-OPBeuaomona89Pheroid-e8はポルフィllン合成能が高いことで知られてい
 るが,著者は,本菌には通常のα一ケトグルタール酸脱水素酵素系のほかに,可溶性のα一ケト
 グルタール酸脱炭酸酵素が存在すること,またそ'の酵素の反応産物であるコハク酸セミアルデヒ
 ドをさらに代謝する酵素系のあることを明らかにした。これらの諸酵素が発見されたことによつ
 て,本菌ではポルフィリン生合成の素材であるコハク酸COAの合成が可溶面分だけでも起P得
 ることカま示さ;}した。…聾者i彼さらにこの糸経蜂各に隈ヨ毛毛のある寄精拳素,・ずな才づちα一ケトグノレターノレ酉菱
 脱炭酸酵素,コハク酸セミ了ルデヒド脱水素酵素,γ一ハイド・キシ酪酸脱水素酵素をそれぞれ
 単離精製して,そrの諺素化彗∫=的性質を了i月らかにしてレ・る。
 以上¢)研究成果は本茜でのポルフイ1ノン生合成の調節および有機酸代霧の問題について重要な
 新知見を加えたものである。したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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